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平成 27 年度 第 10回西区自治協議会会議録 

日時：平成28年1月26日（火）午後3：00～4：30 

会場：西区役所健康センター棟１階大会議室 

＜１ 開会＞ 

＜２ 議事（１）新任委員の推薦について＞ 

（岩脇会長） 

 それでは議事に入ります。議事の（１）新任委員の推薦についてです。事務局から説明

をお願いいたします。 

（事務局：堀企画係長） 

 西区地域課堀でございます。本年もよろしくお願いいたします。それでは事務局からご

説明させていただきます。本日お配りいたしました資料、新任委員について、Ａ４一枚の

もの、こちらをご覧ください。この度新たに内野・五十嵐まちづくり協議会が設立された

ことに伴い、同協議会から委員の推薦を受けるものでございます。内野・五十嵐まちづく

り協議会は内野小学校区で活動するコミュニティ協議会として、この１月 16 日に設立され、

自治協委員は区内すべてのコミュニティ協議会よりご就任いただきますので、同協議会か

らもご推薦をいただいたものでございます。委員には資料に記載のとおり、同協議会の会

長を務める田村信雄様との推薦状をいただいておりましたので、本日承認をいただければ、

速やかに西区自治協議会として市長宛推薦を行い、選任の手続きが整えば、２月の本会で

委嘱される見込みでございます。事務局からは以上でございます。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。只今の説明についてご意見、ご質問等はございませんか。内

野・五十嵐まちづくり協議会は１月 16日に新たにできたということでございます。質問等

なければ、原案のとおり市長へ推薦することとしてよろしいでしょうか。 

― 異議なし ― 

 ありがとうございました。異議なしとのことですので、事務局で手続きをお願いします。 

＜２ 議事（１）部会の状況報告（通常部会・特別部会）＞ 

（岩脇会長） 

議事の（２）部会の報告でございます。各部会長より簡潔に報告していただきたいと思



2 

います。それでは第１部会の笠原部会長、お願いいたします。 

（笠原第１部会長） 

 第１部会の会議は、１月 12日火曜日、午後１時 30分から３時 15分まで、区役所 303 会

議室で行いました。出席者はご覧のとおりです。議事の１つ目、除雪について、建設課よ

り今年度の除雪体制について説明がありました。委員から出された意見等は下記のとおり

ですが、一番下に書いてある意見、私道の除雪を合併地域では市が行なっているところも

あると聞いた。本来であれば自治会などで除雪すべき道路であり、これを変えることは難

しいと思うが、とありますが、発言した方に確認したところ、合併時の特例などにより除

雪されている道路について、この取り決めを変えるのは難しいと思うが、ということでし

たので、訂正をお願いいたします。ほかの意見等は後でお読みいただきたいと思います。 

 ２つ目、公開授業について、11 月 30 日に実施した公開授業のアンケートについて、事務

局から説明がありました。委員から出された意見等は下記のとおりであります。これも後

で皆さん、お読みいただきたいと思います。また来年度の実施校について、事前に事務局

で確認した実施可能校の情報をもとに検討しました。今後は学校に確認を取り、正式に実

施校を決定することとしました。 

次回の開催日程は、２月９日火曜日午後１時 30分から西区役所 303 会議室にて、議題は

自治協議提案事業 事業評価についてです。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。只今の笠原部会長の報告について、ご意見、ご質問等ござい

ませんか。ご意見がないということでございますので、第２部会の郷部会長、お願いいた

します。 

（郷第２部会長） 

 第２部会の報告をさせていただきます。開催日時は１月 18 日午後３時から午後４時 40

分まで、区役所３階 303 会議室で行いました。議事の 1つ目、平成 28 年度の高齢化をテー

マにした講演会企画についてということで、講師の選定を中心に行う話し合いになりまし

たが、講演会だけではなく、先進自治体によるパネルディスカッションもどうだろうかと

いう意見が以前から出ていましたので、区の企画として本州東日本西区サミットという名

前で、政令市の西区というつながりでのパネルディスカッションの説明をしていただき、

そこに私たち自治協の主催事業である高齢化をテーマにした講演会を抱き合わせる形で運

営していこうということになりました。このパネルディスカッションについては、後ほど

事務局から詳しく説明していただこうと思いますが、同じ政令市の区長や包括ケアシステ

ムを担当している人たちが集まってのパネルディスカッションを一緒にやっていこうと。

まず私たち自治協の高齢者向けの講演会、そして第２部としてパネルディスカッションと
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いう形で、平成 28年９月上旬開催として詰めていこうということになりました。 

 この２つの事業を連携することで、お互いに良い効果が出るのではないかということと、

ただの高齢者向けの講演会では、もうあちこちでやっているので、講演会プラスパネルデ

ィスカッションにして、ほかの政令市に学ぶこともたくさんあるのではないかという意見

が出されました。そして肝心要の高齢化をテーマにした講演会の講師ですが、そういうこ

とならば、１部と２部連携した形でお話しできる講師がいいのではないかということで、

３名ほど候補者が出ていますが、これは次回の部会でしっかりと絞り込みをするというこ

とで、話が終わりました。 

２番目、西区における公民館事業についてということで、公民館事業について、地域と

連携していく上で、公民館の社会教育の拠点としての役割や公民館の認識を深めようとい

う学習会を開きました。坂井輪地区公民館長より、公民館は学び、つどい、そして人づく

り、地域づくりをやっていく場所だというお話をいただきました。委員からはいろいろな

意見が出されましたが、公の地区公民館以外に古くからの歴史の中で自治公民館もあると

いうことが分かりました。また公民館は３日以上前の申し込みがないと利用ができない、

そして土曜日には現金の出し入れができないなど、少し規定や仕組みが制限され過ぎてい

るのではないかという意見、もう少し使いやすいようにしていただけないかという意見が

出ました。そしてまた西区には市民会館と一緒になっている公民館が黒埼と小針青山にあ

りますが、市民会館と公民館の違いが分かりにくいという意見も出されていました。 

３番目としましては、３月５日に実施するスポーツ鬼ごっこの講習会、見学会について

のチラシについてと、周知を始めたということを事務局より報告いただきました。またこ

のスポーツ鬼ごっこをさらに普及させていくために、スポーツ鬼ごっこの愛好会の団体が

結束されそうだという情報もいただきました。 

次回は、２月 12 日金曜日午後３時からを予定しております。この日には高齢化をテーマ

にした講演会の講師が選定されると思っております。以上です。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。只今の説明にご意見等ございますか。 

（坂井委員） 

 １点だけ質問です。公募委員の坂井です。今、郷部会長がおっしゃったとおり、本州東

日本西区サミットという名前で、新潟市、さいたま市、横浜市、浜松市、名古屋市の５つ

の都市による会議が持たれるということで、その中で、趣旨の中に相互の交流人口の拡大

と特産物の消費を促進し、もっと地域経済の活性化に資するというものがありまして、産

業振興などにも視野を広げたものを計画しているのかなと理解したのですけれど、それで

よろしいでしょうか。 
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（岩脇会長） 

 それでは、サミットについて事務局から報告をお願いいたします。区長でよろしいです

か。ではお願いいたします。 

（眞島区長） 

 今の質問も含めてお答えしたいと思います。先ほど郷部会長から概略の説明がありまし

たので、少し重なって説明するかもしれませんがよろしくお願いいたします。 

 もともと私が区長に就任してから検討してきたことなのですが、区民生活に直結した課

題で、各区役所が共通して持っている課題があるのではないかということで、そのことに

つきまして先進地の政令市と情報交換をして、情報を共有してさらに検討していく。そし

て今ほど質問がありましたが、例えば食べ物ですとか、物産の展示をしたり、ＰＲしたり、

そういうことも併せてやると、西区の魅力が内外に伝わっていくのではないかということ

を検討してきました。そこにちょうど 11 月６日の第２部会で、講演会だけではなく先進自

治体などによるパネルディスカッションを検討してみてはどうかというお話をいただきま

したので、併せて検討させていただきました。 

 全国の政令市の中に、同じ「西区」は 20 市中 12 市あります。全部の西区に声をかける

には、北海道から九州まであるものですから、少しそこは難しいなということで、近いさ

いたまや横浜、そして浜松、名古屋に声かけをさせていただきました。今のところ各区長

に声をかけたところ、趣旨には賛同していただいている状況であります。詳しいところは

これから詰めるところであります。 

 それから住民の代表の方からも、できましたら新潟市の西区に集まっていただきまして、

地域包括ケアシステムの構築における、区民の皆さんとの協働による支え合いのしくみづ

くりということで、区民の方々がどんな活動をしているかという、その情報交換をしたら

どうかと提案いたしております。具体的にいいますと、例年開かれている自治協提案事業

であります高齢化をテーマにした講演会と同時に開催しまして、広く区民の方から聞いて

いただいて、先進政令市の取り組みを紹介して、さらに理解を深めていただく機会にして

いければと考えております。 

 ただ、今声をかけている段階で、具体的に本当に参加してくれるかどうかはこれからに

なりますので、参加自治体の決定や、会議の内容をもう少し詰めた段階で、皆さんにまた

説明をしていきたいと思うのですが、第２部会を通じて、適宜ご説明していきたいと考え

ております。なお、西区サミットという名称につきましては、今のところ仮称ということ

でお願いしたいと思います。これも提案をしているところでありますが、５つの市で、持

ち回りで毎年それぞれの市で開催したらどうかということで、持ち回り開催を提案してい

るところであります。今年といいますか、来年度になりますけれど、今年は新潟市で開催

したいと考えておりますので、どうぞ、皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。以

上です。 
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（岩脇会長） 

 ありがとうございました。それでは只今の区長のご説明に、ご質問、またご意見等ござ

いますか。この案件についてはまだ正式に詰まっておりません。第２部会に区役所からこ

ういう提案があって、講演会と一緒にできないかということでございますので、まだ細か

い点までは煮詰まっていないということを一つご了解の上、何かご意見、ご質問等があり

ましたらお願いしたいと思います。 

（三富委員） 

 公募委員の三富でございます。先ほど区長がおっしゃった中に、地域包括ケアシステム

とありましたが、地域包括支援センターというのがあるのですけれど、それと一緒になっ

て取り組まれるのでしょうか。 

（眞島区長） 

 地域包括ケアシステムを進めていくときに、新潟市は地域の茶の間というものを住民の

方と一緒になって進めているところでありますが、そういう住民の人と、皆さんと一緒に

支え合いの仕組みづくりを進めている事例をお互いの市で紹介したらどうかということで

あります。答えになりましたでしょうか。 

（三富委員） 

 今区で進めております地域包括ケアシステムというのがあります。これとは別にセンタ

ーがありますよね。それと関連することなのですか。つまりその人たちも一緒になって、

今みたいな、講演会の講師を選ぶことついても、システムという話があるのですけれど、

それと関係はありますか。 

 包括支援センターには一般住民も関わっていますので、この言葉がダブっているような

気がするのです。 

（岩脇会長） 

 少しいいですか。私はこういうふうに理解しているのですけれど、三富委員はセンター

がクエスチョンなのですよね。第２部会は福祉関係担当部会でございますから、当然福祉

関係の講演会となると、今話題になっております地域包括ケアシステムについてテーマに

なると。それとは別に、各市の西区の方々と情報交換をしたいということで区長は説明さ

れたと思います。 

 地域包括支援センターと、今の講演会とサミット関係は分けて考えていただけますか。

内容的には連携してやると効果があるということで、第２部会では一緒にお願いしますと

いうことでした。地域包括支援センターとは別の話でございます。 
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（三富委員） 

 単純にいわれると、そういうふうに誤解するというのを含めてお聞きしたのです。 

（岩脇会長） 

 はい、ありがとうございました。ほかにございませんでしょうか。なければ、第３部会

の塩川部会長、お願いいたします。 

（塩川第３部会長） 

 報告申し上げます。第３部会は、平成 28 年１月８日金曜日、午後３時から４時 55 分ま

で西区役所３階 303 会議室で行いました。出席者は記載のとおりでございます。議事の１

つ目、平成 28年度自治協議会提案事業である西区の特産物・観光カレンダー事業について、

全体のテーマを、今年度と同じく西区の魅力全般を対象とすることとしました。主な構成

は今年度と同じく写真とキャラクターの組み合わせとしました。キャラクターについては

既存キャラクター12 体を継続して活かすこととし、新たな魅力を紹介する場合は既存キャ

ラクターのアレンジまたは新規制作を検討し、対応することといたしました。写真の収集

方法については、市民参加型の公募による募集と、今年度と同じく委員による収集及び新

潟観光コンベンション協会等所有の写真使用を併用することといたしました。 

写真公募については次の事項を基本的内容として、準備を進めることといたしました。

コンテスト形式で行わない。応募資格不問。広報は、自治協広報紙３月 31日号による予告

広報、区だより、チラシの施設掲示、区ホームページ、区フェイスブックで行う。募集期

間は４月中旬より６月中旬までの約２カ月間とし、写真説明コメントやメッセージを応募

時に添付してもらうこととしました。 

情報発信の充実を図るため、イベントを紹介する場合は、イベント主催者へのコメント

作成依頼も行うこととしました。事業の実施にあたっては、ワーキングチームを置くこと

とし、今年度と同じく、永吉委員、岩脇委員、中原委員、佐野委員、小林満男委員の５名

に新たに浅妻委員を加えて検討することといたしました。委員から出された意見は下記の

とおりでございます。これは皆さん、後ほど読んでいただきたいと思います。 

２つ目、その他では、西区の拠点商業活性化推進事業計画にある具体的な取組内容の進

捗について確認を行いました。委員から出された主な意見等は下記のとおりです。後ほど

読んでいただきたいと思います。部会として、区内商店街の現状を把握するため、早期に

視察などを企画することとしました。 

次回開催日程は、協議の結果、平成 28 年２月上旬としましたが、３日に決定しました。

議題は、2017 西区の観光・特産物カレンダー事業についてです。以上でございます。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。第３部会の報告について、何かご意見、ご質問等はございま
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せんか。坂井委員、お願いします。 

（坂井委員） 

 公募委員の坂井です。二点申し上げます。 

一点目は今ほど説明のあった商店街の活性化についてであります。ここで進行状況につ

いて確認を行うという記載がありますが、私が申し上げたことなので少し補足します。こ

の活性化計画では 40 の事業が挙げられています。平成 27 年度は 10 事業を実施するのです

けれど、一つを除いて従前から行っていた事業の継続ということであります。来年度から

実施するものがどんなふうに今議論されているのかということを、少しお伺いしたわけで

あります。いくつか挙げますと、顧客満足度向上、接客技術の向上を目指す事業というこ

とで、巻の商店街の方を呼んで、講習会を計画しようと思ったのだけれど、参加希望者が

なく中止になった。西区おいしいもの三昧というのは、黒埼で茶豆まつりを今年度行った

のですけれど、内野は駅のロータリーの改設に合わせたらまだ先になる。それから鶴友会

の弓道場で人間将棋をすると言ったのだけれど、樋木酒造の弓道場がなくなってしまった

ので中止。それから歩いてこいでふれあい事業というのは、電車通りを歩くというもので、

それが商店街の活性化になるかどうかはわかりませんけれど、これは道路完成が遅れてい

るので中止。それからのぼり・暖簾等設置というのは、うちの暖簾会があるので、前倒し

でそれを実施して市が支援したということです。つまり新しい事業というのはなかなか成

功しない。難しいのですね。商店の活性化というのは。 

商店街の活性化には７つのステップがあるといわれています。１つ目は現状把握。事業

者、消費者の生の声などのデータ収集。２つ目は商店街に求められるもの、商店街の理念

の明確化。３つ目が将来ビジョンの確立と共有。４つ目がビジョン達成に立ちはだかる問

題の明確化。５つ目はこの問題が解決されるための戦略の確立。６つ目がその戦略に基づ

いた様々な事業の計画。７つ目が実践。 

こういうことでいうと、やはり事業者自身の意見や状況が十分反映できなかったかなと。

ただ、今の事業者の状況を見ると、何度も申し上げましたけれど、今の商店街の方たちだ

けではそのエネルギーがなかなか出てこないと思っています。だから大学の教員とか学生

が参加して、自らがお店を出して、日本中から集まる学生の力で商店街を元気にしていく

ということを併せてやっていかないと、なかなか難しいのではないかなと。そういう点で

は新年度の事業に私は期待を持っているところであります。 

もう一つ、バス交通の問題でのご報告です。12 月のこの会議で、小針中学校前通りの大

型バスの通行で、家が震度１ぐらい揺れる、子どもの通学が危ないという声が出ていて、

新潟交通に申し上げたというお話をしました。新潟交通や区役所への連絡をしたり、交通

の方に来てもらって揺れを体験してもらったり、隣近所の自治会と声を合わせまして、い

ろいろ運動をしました。先日回答が来ました。結論は現在、平日 20 往復、40 回の通行して

いるものを、朝・夕通勤時に２回、昼に１回、５往復 10 回の通行とし、そのバスも将来的
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には小型バスにしていくということでありました。大堀を通る新潟駅までの直通バスは、

今、朝４便しかないのですけれど、昼間も２本、バスを通すということであります。２月

末に発表して、３月 26日から行うそうであります。ＢＲＴ導入に伴って、市内のバス通行

に大きな変更がありました。私の知っている限り、新たなバスシステム導入と合わせて、

バスの路線をこんなに変えたのは今までないと思っています。そういう点でいろいろな不

都合が出ているので、できるだけ早く声を上げて、直せるものは直していくということが

大事ではないかと思っています。以上です。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。 

先般西区のコミ協会長会議がございました。その席で新潟大学の方が来られまして、来

年度から、学生 20名だったと記憶しておりますけれど、各コミ協にいろいろな調査・研究

など、派遣をして勉強したいと。どういうことかというと、地域の課題について、生産、

工業など、多岐にわたるものについて、地域の方々に協力していただきたいので、ご希望

があったらというお話しでございました。坂井委員が言いましたとおり、西区には相当数

の学生がおりますので、そういった人たちのご意見を聞かないという手はないと思います。

これからますますそういった人たちの協力が得られるような時代になったということで、

一応皆さんにご紹介しておきたいと思います。ほかに何か質問等ございませんか。なけれ

ば、プロジェクトチーム１の大谷部会長、お願いいたします。 

（大谷一男プロジェクトチーム１部会長） 

 それではプロジェクトチーム１の会議概要を報告いたします。１月 15 日午後３時から会

議をいたしまして、第 16号の振り返りを行いました。委員からはそれぞれ意見を出してい

ただいたわけでございますが、特にカレンダー特集については、非常に区民の反応が気に

なっておりましたので、クロスワードパズルの回答と一緒に寄せられた感想などを中心に

探ってみますと、大変好評だという報告をいただいて安心したところでございます。 

それから従来いろいろと広報紙の色づかいが濃いなど、様々な状況があったのでござい

ますが、今回については優しい色づかいでまとまってよかったという意見がございました。

同時に広報紙を見て、カレンダーを取りに来た方も見受けられたということで、概ねカレ

ンダーははけたのではないかと思っております。それから１面の写真ですが、皆さん声を

かけていただいたということで、区民の皆さんから親近感を持っていただいたのではない

かと、こんな振り返りを行いました。 

引き続き３月 31 日発行の第 17 号の企画について検討いたしました。結果、１面につい

ては、委員の対談方式で自治協議会の役割、活動について紹介するという内容でございま

す。それから２面、３面については各部会の１年間を振り返ると同時に、新たな課題を探

るために、各部会長等へのインタビューを試みることにいたしました。自治協議会の運営
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や事業内容を区民から知っていただくという狙いでございます。 

それから４面については、広報紙のホームページへ接続ができるＱＲコードを掲載する

ということを決めてございます。それから先ほど説明がありました、第３部会で行うカレ

ンダーの写真公募についてお知らせを載せる。それからクロスワードパズルの回答文を載

せると同時に、プレゼントの贈呈者を決める抽選会を、２月の本会終了後に行います。と

っておきの私の一枚については、数点応募がございますので、一枚選んで掲載すると決め

て、目下準備を始めたところでございます。次回は２月５日午後１時 30分からの開催でご

ざいます。 

それから、今日皆様方に広報紙をお届けしてございますけれど、中ほどに広報紙への意

見を求める依頼文をつけておきましたので、皆さん方のご意見、それから地域の皆さん方

がどういう声を発しておられるのか、その点をお聞かせいただければと思っております。

ご提出いただければ、貴重な意見として拝聴してまいりたいと思っております。以上です。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございます。ご質問、ご意見等はございませんか。 

 今回配付した東区自治協議会広報紙の最終ページに、「そうなんだ！東区について知るク

イズ」なんてありますけれど、たぶんうちのを少し参考にしていただいたのではないかな

と思います。これは東区の特産品を当てはめるようになっていますよね。これもなかなか

ユニークだなと思っておりますので、また大谷部会長、地域に密接したようなクイズを作

っていただければありがたいと思っております。８区の中でトップを走っております。ほ

かの区はどうやって広報紙を作ろうかとか悩んでいるそうでございますので、これからも

よろしくお願いいたしたいと思います。はい、渡邊委員。 

（渡邊正友委員） 

 実は私どもの自治会からこんな意見があったのです。どんな意見かといいますと、これ

を、回覧するときに綴じて回覧するのですけれど、見るときに裏側が正面にくるので、綴

じたときに正面を向く綴じ方だとすごく見やすい。回覧しやすいのだけれどという意見が

出ました。 

（大谷一男プロジェクトチーム１部会長） 

 それについては、新年度の第 18号から改めることとしています。 

（渡邊正友委員） 

 分かりました。ありがとうございます。 
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（岩脇会長） 

 ありがとうございます。これは前回、そういうご報告がありましたね。来年度からとい

うことでございます。ほかに何かご質問、ご意見等ございませんか。 

 それではプロジェクトチーム２に移りたいと思います。今日は永吉委員が少し遅れてお

りますので、副部会長の渡邊さん、お願いいたします。 

（渡邊正友プロジェクトチーム２副部会長） 

 渡邊でございます。第 11 回の会議を１月 15 日にいたしました。出席者は記載のとおり

でございます。主な議題は２点ございまして、１つ目は第３回西区アートフェスティバル

の事業評価についてでした。この内容について、いろいろ検討を行ったということでござ

います。最終確認を次回の部会で行うこととしました。 

 ２つ目は、平成 28 年度自治協議会提案事業につきまして、話し合いをいたしました。ま

ず、ホールでの音楽部分につきましては、今年度よりも早く検討や準備ができるようにス

ケジュールを組もうではないかということになりました。それから黒埼市民会館での販売

行為について報告したと思うのですけれど、これにつきましては、条例によりまして制限

されているという説明がございまして、アート展示につきましては、販売を伴う展示の企

画を展開したのですけれど、これは見直しをしましょうということになりました。見直し

した内容につきまして、下に書いてあるとおりでございます。 

 まず地元に大学があるので、新潟大学と連携して野外彫刻を展示する。会場に芝生の広

場、非常に広い所がありまして、その空間を利用させてもらってはどうかと。これは可能

なようですので、そういうやり方をしたらどうかということでございました。 

それから従来から話が出ていましたように、西区の職人による工芸作品。これは１階の

ホワイエでやろうではないかと。それから平成 27年度に行われた小中学生のポスター、西

区カレンダーの原画、あるいは写真を１階のロビーに展示してはどうかということでござ

います。 

収集方法につきましては、案でございますけれど、アートフェスティバルとして展示経

験がないということでございますので、展示内容や数、出品団体等を絞った形で企画して

はどうかということが話されました。また音楽につきましては、出演候補団体へ早期に打

診をいたしまして、別のコンクールの日程を把握し、出演者の確保ができるように配慮し

ようではないかという話し合いがされました。 

委員からそのほかにもいろいろと意見が出ました。チラシによるイベント周知は、自治

会の回覧、学校配布としつつ、区だよりでの周知を行うことでより効果が上るよう、媒体

に応じて時期をずらすなどの工夫をした方がよいのではないかという意見も出されました。

こういった内容で会議は終了し、次回は３月の上旬に予定をしているということでござい

ます。以上です。 
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（岩脇会長） 

 ありがとうございました。皆さん方、ご意見、ご質問等ございませんか。新たに新潟大

学と連携した野外彫刻を企画しておられるということです。一生懸命やって、頑張ってい

るなと思ってもらえるよう一つお願いしたいと思います。はい、大谷委員、お願いします。 

（大谷勇委員） 

 大谷です。１ページ目に、音楽等について出演候補団体へ早期に打診し、別のコンクー

ルの日程把握など、出演が確保できるよう配慮すると書いてあるのですが、日にちは今年

の３月の会議で決まるのか、あるいはもっと後になるのか少しお聞かせ願えればと思いま

す。といいますのは、私どもコミ協でも事業計画がありますので、情報として少し早めに

分かればありがたいということでお聞きしました。 

（渡邊正友プロジェクトチーム２副部会長） 

 一応前回あたりから、日程は大体の案なのですけれど、昨年やったような時期の前後と

して進めております。ただ、会館の空き状況などの確認がございますので、３月の本会の

ときにはお知らせできると思うのですが、よろしいですか。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。市民会館の仮押え等、はっきりした時点で報告をお願いした

いと思います。質問、意見がなければ、報告事項に移りたいと思います。 

＜３ 報告事項（１）西区支え合いのしくみづくり会議（協議体）の結果について＞ 

（岩脇会長） 

（１）西区支え合いのしくみづくり会議（協議体）の結果について、郷委員、お願いい

たします。 

（郷委員） 

 では西区支え合いしくみづくり会議についてご報告させていただきます。今まで、会議

は３回ありました。第１回目は 11 月 17 日に、西区支え合いのしくみづくり会議をするた

めの準備会という形で開催されまして、この場では、まず西区の生活支援に関する課題に

ついて説明をしていただき、この課題を解決するためにどんな団体に加わっていただいた

らうまく支え合いのしくみができるかという話し合いをしました。準備会には自治協から

私と大谷委員。あとは民生委員児童委員協議会、老人クラブ、シルバー人材センター、西

区社協、各包括支援センター等が参加していましたが、そのほかに例えば生協や民間の新

聞屋いったところが支え合いをしているという話で、そんなところもいいのではないかと

いうご紹介等がありました。 
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そして第１回の西区支え合いのしくみづくり会議が、12 月８日に行われました。準備会

を受けてメンバーは、今日の資料３の最後に付いていますが、この方々が委員として召集

されました。そして第１回目では、西区の支え合いのしくみづくりをするために、行政説

明ということで、新潟市の地域包括ケア推進課の佐久間課長、そして新潟市支え合いのし

くみづくりアドバイザーの河田珪子さんのご講話を聞かせていただきました。 

第２回の支え合いのしくみづくり会議は、１月 18日に行われまして、もう一度西区の概

要について健康福祉課より説明があり、この会では西区の支え合いのしくみづくりの会議

の事務局を選出しましょうということで、事務局として区の地域特性や課題に応じた地域

福祉活動を展開していく。そしていろいろなケースに関するコミュニティソーシャルワー

ク活動を実践していくということで、西区社会福祉協議会を事務局に選出することに決ま

りました。 

そして、生活支援コーディネーターも決定しなければだめなのですが、生活支援コーデ

ィネーターは事務局と一体となった活動がやりやすいのではないかということで、西区社

協から選任していただくということになりました。まだ今日の時点ではっきりと個人名は

挙がってきておりません。これで第１層の西区支え合いのしくみづくり協議会というもの

ができまして、次に各地域で２層の支え合いしくみづくり会議を行わなければなりません。

その中で必要とされている構成員について、どんな団体が必要かという意見交換を行い、

今後は第２層の支え合いしくみづくり会議を立ち上げていくべき事務局である社会福祉協

議会と区役所が中心となって動き、働きかけるということになりました。なので、第１層

の支え合いしくみづくり会議は２回で終了となりました。以上です。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。只今の報告について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

 これは新たに始まった制度なので、まだまだ先が長い話ですよね。やっと準備会が終わ

ったと。これから本格的な作業に入るということでよろしいですか。 

（郷委員） 

 第１層の準備会と支え合いのしくみづくり会議が終わったので、今度は第２層、生活圏

域ごとの会議が行われていくことになります。 

（岩脇会長） 

 分かりました。ほかにご質問等ございませんか。なければ、次にすすみます。 

＜３ 報告事項（２）水と土の芸術祭 2015 実施報告について＞ 

（岩脇会長） 

報告事項（２）水と土の芸術祭 2015 実施報告について、担当課よりご報告をお願いいた
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します。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 皆様、こんにちは。私、水と土の文化推進課長の塚原と申します。本日は貴重なお時間

いただきまして、誠にありがとうございます。昨年実施いたしました水と土の芸術祭 2015、

こちらの実施報告ということでお邪魔をさせていただいております。本日はぜひ皆様から

忌憚のないご感想、ご意見をいただいて帰りたいと思っておりますので、どうぞご協力を

よろしくお願いいたします。事前にお手元に配付いたしました資料は、資料４です。それ

から資料番号は付けてございませんけれど、芸術祭の事業実施報告書。少し分厚い資料に

なってございます。こちらの２種類を配付させていただきました。事業実施報告書は分厚

くなっておりまして、全 87 ページということで、大変情報量が多くなっておりますので、

本日は要点を抽出いたしました資料４に基づきまして概要について説明させていただきた

いと思います。なお、資料４の中には【本冊Ｐ２】【本冊Ｐ３】などと書いてございますけ

れど、これは分厚い報告書の掲載ページとなってございますので、ご承知おきいただきた

いと思っております。 

では、１番、会期でございますが、記載のとおり過去の芸術祭の会期の約半分でござい

ます、87 日間で開催をいたしました。２番の会場につきましては、佐潟をはじめとした新

潟を代表する４つの潟を中心に市内各所で展開をいたしました。３番、主な事業内容でご

ざいますが、（１）から（５）までで、これが芸術祭の事業を構成いたします５本柱でござ

いますが、これについて説明をしてまいります。 

まず１本目の柱が（１）市民プロジェクトです。これは市民の皆様から企画運営をして

いただく地域の魅力を発信する事業に対しまして、支援を行ったものでございます。市内

全域で 109 件の多彩なプロジェクトが展開されました。このうち、過去の芸術祭でつなが

りのできましたアーティストを招へいするもので、アートプロジェクトとしても位置付け

たものが 11件に上るなど、大変大きな盛り上がりを見せていただいたところでございます。 

２本目の柱でございます。（２）こどもプロジェクトです。次代を担います子どもたちの

個性や創造性、心豊かな人間性を育むことを目的に、記載の事業を実施いたしました。①

といたしましてワークショップ。これはアートだけではなく、踊りや音楽、食など、多彩

なプログラムを 30回実施しましたほか、６つのプログラムは学校への出前授業、いわゆる

アウトリーチという形で実施したところでございます。また②みずつち給食では、芸術祭、

それから東アジア文化都市の開催にちなみまして、オリジナルメニューを 170 校において

提供いたしました。また③みずつち合宿におきましては、東日本大震災の被災地の子ども

たちと新潟市の子どもたちが交流いたします２泊３日の合宿を２回実施したところでござ

います。 

３本目の柱は（３）「アートプロジェクト」です。今回の芸術祭では 56 作家によります

69 の作品を展開いたしました。このうち、パフォーマンス部門においては、鑑賞型と参加

型で７つのプログラムを実施いたしました。 
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４本目の柱が（４）シンポジウムでございます。自然との共生をテーマにシンポジウム

を４回実施したほか、芸術祭の参加作家や有識者との相談会を５回実施いたしました。 

最後に、５本目の柱となります（５）食・おもてなしでございます。まず①のカフェの

うち、「ア．潟るカフェ」ですけれど、こちらはキッチンカーと屋外アート作品が形を変え

ながら４つの潟を３週間ごとに移動いたしまして、それぞれの地域における食材を活かし

たオリジナルランチや、飲み物などを提供いたしました。また食の交流会と題しまして、

地域ごとにテーマを変えながら食材の生産者と料理人、そしてお客さまをつなげます食の

交流会イベントを５回実施したところでございます。 

次に「イ．潟るカフェ購買部」では、ベースキャンプとして使いました旧二葉中学校に

おきまして、お米や東アジアをテーマに、軽食や飲み物などを提供いたしました。 

②地域のおもてなしにつきましては、メインフィールドである４つの潟と、その周辺に

おきまして、地域の皆様から潟舟の乗船体験やガイドツアーなど、10 のプロジェクトを実

施いただきました。以上が芸術祭の主な事業内容でございます。 

１枚おめくりいただきまして、２ページをご覧いただきたいと思います。４番、来場者

数でございます。来場者の延べ人数は表の右側に記載のとおり、約 77万 5,000 人となりま

した。今回は一部の有料講演を除きまして、観覧料を無料としたことから、気軽に何度で

も参加いただけた結果ではないかと考えています。次に５番、決算見込みでございます。

今回の芸術祭の総事業費は約２億 5,500 万円となり、このうち市の負担分は約１億 6,300

万円となる見込みでございます。次に６番、主なアンケート結果でございます。来場者の

居住地は県外の方が 32.4％、満足度につきましては、「満足」「ほぼ満足」が 60.5％という

結果になっております。 

以上が芸術祭全体の実施概要でございますが７番からの記載につきましては、主要事業

のうち、西区で実施されました事業について報告書の本冊から抽出した情報が４ページま

で続いておりますので、後ほどご覧いただければと思います。なお、今後はこの実施報告

に加えまして、各種アンケートの分析結果、それから経済波及効果、各界からのご意見な

どをとりまとめまして、総括報告書を作成してまいります。以上で水と土の芸術祭 2015 の

事業実施報告を終わりますが、本日追加資料ということで、これから当課で実施いたしま

す「潟シンポジウム」、それから芸術祭を振り返るという意味での３回連続の市民フォーラ

ムのチラシも入れさせていただいたところでございます。潟シンポジウムはだいぶ人気が

ございまして残りの席があとわずかとなっておりますのでぜひお申込みいただければと思

っております。以上、概略で申し訳ございませんが、報告を終わらせていただきます。ど

うもありがとうございました。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。只今の事務局の説明について、ご意見、ご質問等ございませ

んか。 
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少し私からお聞きしてよろしいですか。費用対効果ということで、新潟市内へ大体の推

計でどのくらいのお金が落ちましたか。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 経済波及効果ということで、これについては今、経済社会リサーチセンターに計算の委

託をして、報告書が間もなく出てくるところなのですけれど、我々の見込みとしては、前

回の芸術祭の経済効果が 19 億 5,000 万円ほどありましたので、同程度の実績が出てきてほ

しいと思っておりますが、今回の数字についてはまだ報告書が来ていないという状態でご

ざいます。 

（岩脇会長） 

ありがとうございました。大谷委員、どうぞ。 

（大谷勇委員） 

 大谷です。市民プロジェクトが 109 件あったということでありますが、2015 年の予算で

は２億 7,000 万円で、決算は２億 5,548 万 8,804 円ということですが、このうち市民プロ

ジェクトに対する割合は大体どの程度になっているのかなと。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。市民プロジェクトの決算見込額ですけれど、分厚い実施報告書、

こちらの 84 ページをお開きいただきたいと思います。84 ページに収支の決算見込みの表を

付けさせていただいております。下の表が支出でございまして、１行目が市民プロジェク

トの項目になっております。決算見込額Ｂのところをご覧いただきたいのですが、約 4,447

万円が市民プロジェクトの決算見込になっております。 

（大谷勇委員） 

 アートプロジェクトで 8,500 万円、市民プロジェクトで 4,400 万円ということですが、

アートプロジェクトには外国の芸術家からいろいろなアプローチをしてもらっているよう

に見受けられますけれど、そういうことも必要かもしれませんけれど、県内の芸術家はど

のくらいおられるのですか。資料がいろいろあるのでしょうけれど、少し分厚くて見えな

いというよりも、見なかった部分もあって大変申し訳ないのですけれど、よろしくお願い

します。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。ではまた分厚い資料ですけれど、18 ページをご覧いただきたい

と思います。18 ページにアートプロジェクトという記載がございまして、表が２つありま
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すけれど、上が作家の内訳になってございます。県内作家は、アート作品については４人

の方から出展いただいております。海外につきましては、今回東アジア文化都市のメイン

事業という位置付けでございますので、中国、韓国、それから台湾をはじめとした海外の

作家から出展いただいたところでございます。 

（大谷勇委員） 

 今後の方向としては、やはり外国の方をある程度招へいするということになるのでしょ

うか。県内あるいは国内の芸術家をある程度中心にして考えていくのか少しお聞きしたい

です。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。これまで３回の芸術祭につきましては、国際芸術祭ということ

で、集客力のある質の高い作品を期待して、各界のディレクターから作家を選んでいただ

いているわけですけれど、次の開催については、今回の芸術祭の総括を行った上で、実施

の有無について判断していく状況ですので、今ここで申し上げることはできませんけれど、

次回実施ということになれば、企画内容も含めて総合ディレクターを中心に戦略を立てて

いく形になろうかと思います。 

（大谷勇委員） 

 ありがとうございました。 

（岩脇会長） 

 広瀬委員、お願いいたします。 

（広瀬委員） 

 公募委員の広瀬です。ずいぶんたくさんの方の来場があったようなのですけれど、アン

ケートの回収が 1,665 件ということで、これはベースキャンプだけでアンケートを取られ

たのでしょうか。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。この 1,665 件というのはベースキャンプだけで取っております

けれど、例えばシンポジウムや大友さんが演奏会をやったときは、別途でアンケートを取

ってございます。 

（広瀬委員） 

 では別途であるのですね。 
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 何かこれだけでは少しアンケートの結果としては物足りないなと思ったので。それと私

の友人も県外からわざわざ来ました。大地の芸術祭と重なった部分ありましたよね、期間

的に。あちらへ行きまして、それから新潟へ来たという方が、ずいぶんいらっしゃるので

はないかと思います。その友人は１週間の予定で、こっちにもっといるはずだったのに、

津南があんまりおもしろくて、あっちにいっぱいいたということで、こちらは２日間だっ

たのですけれど、それでも回ったのです。私も案内しながら回ったのですけれど、全部回

っているわけじゃないのですけれど、やはりベースキャンプというのはすごく大事なわけ

ですよね。そういう意味ではもう少し深めた方がいいのではないかというのが感想だった

のです。ベースキャンプって一体何なんだろう、置き方としてどうなのかということと、

私は鳥屋野潟を回ったのですけれど、非常に広いのと私たちが手元にあまりいい資料を持

っていなかったというのが大きかったのだと思うのですけれど、自家用車で行く場合にも

う少し分かりやすい表示があった方がいいのではないかと思ったので言わせていただきま

した。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。では三富委員、お願いいたします。 

（三富委員） 

 三富でございます。水と土の芸術祭は、2009 年、2012 年、2015 年と３回やっているよう

なのですけれど、１回目は４億 7,000 万円でやっておりますよね。今回は内容としてはよ

く分からないのですけれど、２億 7,000 万円。実際に使ったのは２億 5,548 万 8,804 円と

書いてあります。市の負担金は１億 6,300 万円になっていますよね。この残りはあとのペ

ージを見ますと、文化庁からの補助金となっていますよね。それはそれでいいのですけれ

ど、１回目は４億 7,000 万円だったわけですよね。今回２億 7,000 万円になった理由はあ

るのですか。 

 例えば補助金がもらえなくなったので、単純に考えれば市の負担が多くなるということ

ですか。２億 7,000 万円をかける理由がよく分からないということと、この西区について、

経済効果というのかな。77 万 5,000 人のうち、各潟にどれだけの人数が集まったかという

表はできないのでしょうか。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。予算額が１回目から比べて減っているのは、補助金がいただけ

なくなったからということでは決してございませんで、１回目の芸術祭が終わった後の総

括の際に、少しお金をかけ過ぎではないかという議論があったものですから、事業規模を

２回目から見直ししたところでございます。 

 それから潟の来場者数につきましては、各区の主管課から推計をいただいておりますけ
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れど、西区の佐潟におきましては、大体前年度比で 139％の増だったと聞いております。鳥

屋野潟、佐潟、上堰潟、福島潟、全体の平均では 130％ほどという結果になってございます。 

（三富委員） 

 各潟での統計は取っていないのですか。これだけ違う所でしょう。それをお聞きしたい

のです。そうしないと、それぞれの区でどういう楽しみがあったか、または予算的にどう

だったか、お金をかけていたわけですから、各区が負担しているわけでしょう。その辺、

やはり区民としては知りたいと思うのです。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。今、例えば西区に設置したアート作品ごとの来客数というのは

まとまった資料がないので、この場で即答できないのですけれど、これから総括報告をし

ていく中では、そういったものも考慮して作っていきたいと思います。ありがとうござい

ます。 

（岩脇会長） 

 まだ総括していないということでございますので、また資料ができたら、参考にいただ

ければありがたいと思います。せっかくの機会でございます。佐潟の中原委員。何かご意

見、ご要望あったらどうぞ。 

（中原委員） 

 確か東京のアトリエ・ワン、あそこの制作ボランティアで何日かお手伝いさせていただ

いたのですけれど、場所が分かりにくいというのと、建物を建てるのにあそこしか場所が

取れなかったというのもあったのですけれど、駐車場がなかったので、湿地センターから

歩いて行くのにだいぶ距離があると。暑い時期だったので、そこまで歩いて 10分～15 分ぐ

らい、また戻りにそれだけ歩いてくださいというのが、昨年は暑い日が続いていたので、

少し厳しかったのかなと思います。あとは佐潟に公共交通機関が通っていないので、せめ

てその期間だけでも巡回バスか何かを通していただければ、内野駅から佐潟経由赤塚行き

とか、そのぐらいの公共機関をマイクロの巡回バスでもよかったので、あった方がもっと

来場者が増えたんじゃないかと思います。 

（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。場所が分かりづらかったというのは、先ほどご質問をいただい

て、答えることを失念しておりましたけれど、メインのルートからのご案内も少し不足し

ていた感は私も実感しているので、それを見直していきたいと思っておりますし、あとは

作品を展示するのに、今回潟をメインフィールドにしましたが、潟の管理をするのは国に

なります。そこに作品を一定期間設置する、ご案内する看板を設置する、垂れ幕をかける、
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分かりやすく目立つようにするというのは当然私どもも考えるのですけれど、許認可の大

きなハードルがありまして、今回の準備期間の中では、そこが十分達成できなかったのが、

私どもも反省しているところでございます。 

 公共交通機関については、私どもも何とかしようということで、マイカーをお持ちでな

い方も気軽に来られるようにということで、経費の関係で土日のみの運行になりましたけ

れど、ガイドブックをお持ちの方は無料で古町発西方面、北方面に行くバスを走らせて、

ガイド付きの半日ツアーを毎週末に実施したところでございます。あとはガイドブックに

越後赤塚駅からのコミュニティバスですとか、レンタサイクルの方法なども併せて記載さ

せていただいていたところです。 

（中原委員） 

 バスは、平日は通勤通学の方がいらっしゃるので整備しているのですけれど、土日は走

っていないのです。そうすると越後赤塚駅へ降りても、佐潟水鳥・湿地センターまで 20分

から 30 分かかるので、できれば土日に別の交通機関があればなということです。平日であ

れば、それでも朝２便か３便で、お昼に１～２便。夕方というか暗くなってからですけれ

ど、そこでも２～３便ぐらいしかコミュニティバスは走っていない。土日はまるっきり走

ってないのでそれを考えてもらいたかったです。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。次回開催されるときは、意見を参考にして企画をお願いいた

したい。では高木委員、お願いいたします。時間もございますので、これを最後に一つお

願いしたいと思います。 

（高木委員） 

 ２点伺いたいと思います。広報費の件なのですけれど、6,300 万円ほどかかっておりまし

て、広報ディレクターとして博報堂があがっておりますけれど、そちらに費用がいったの

かどうかということと、地元の業者にそういう広報をお願いできなかったのか。子どもプ

ロジェクトは 1,000 万円ですし、ほかのプロジェクトでも 4,000 万円とかで、もう少し広

報のお金よりも、こっちのプロジェクトをメインにしたらいいのかなって、少し感想とし

て思いました。 

 あと交通の便が悪いと、先ほど言われましたが、バスも１日数便しか走っていませんし、

まして今回のＢＲＴでだいぶ減らされたものですから、私としてもすごく困っている面が

ありまして、電車を使ったりしておりますので、やはりこういうプロジェクトがあるとき

は、交通の便が悪いというのはすごくマイナスだと思いますので、今後考えていってほし

いなというのがあります。 
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（塚原水と土の文化推進課長） 

 ありがとうございます。まず広報費の件ですけれど、今回は前回 2012 年の大きな課題の

一つに広報が不足していると、戦略的な広報を実施すべきだというご意見に基づきまして、

前回よりも少し力を入れて取り組んだ結果がここに出ているわけでございます。広報全体

を戦略的にやるということでディレクターを付けまして、博報堂がプロポーザルの結果落

としたわけですけれど、全部博報堂がこのお金を使って広報を打って終わりということで

はございませんで、ロゴマーク等のデザインは東京の本部のデザイナーがつくった部分も

ございますけれど、地元の広報、テレビＣＭ等、パブリシティの展開なども含めて、地元

の業者も使いながら実施をしたところでございます。 

 今回、交通の便が悪かったということについては、集客イベントを行う上では非常にリ

スキーな場所を選定したわけですけれど、新潟市の場合は高次な都市機能と豊かな自然環

境が共存するまちということで、ほかの都市にない魅力が潟ではないかということで、都

市政策研究所の研究結果として、新潟は潟をもっと売り出していくべきだというご提言を

いただきましたので、今回潟を選定したということでございます。少しリスクは大きかっ

たのですけれど、ご覧いただいた方には市民の方も含めて、改めて潟の良さを見直したと

いうご意見もいただいておりますし、潟に皆さんの目が向いていた時の交通のあり方とい

うのは一つ課題であると思っております。これからまた考えていきたいと思っております。

ありがとうございます。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。いろいろなご意見がございましたので、次回開催の参考にし

ていただきたいと思っております。どうもありがとうございました。 

＜４ その他＞ 

（岩脇会長）

 続きましてその他でございます。まず私からご説明いたしたいと思います。今日の配付

資料の中の、区自治協議会会長会議の概要（速報版）を見ていただけますか。区自治協議

会会長会議の報告でございます。私が西区を代表して出席をしております。 

当日の議題は２つでございました。１つ目は、平成 28年度区自治協議会委員研修につい

てでございます。研修の日程、会場は７月６日（水）、東区プラザ。これは東区役所でござ

います。具体的な研修概要について、次回会長会議までに再度市民協働課で検討するとい

うことでございます。いろいろな研修内容が出ておりましたけれど、委員のご意見で一部

修正があったということで、再度検討し直すということでございます。 

２つめは区自治協議会の課題の整理ということでございます。内容といたしましては、

現在の委員推薦会議の構成メンバーについて見直すことで一致しました。といわれても、

皆さん方ちょっとどういうことなのかわからないと思うのですけれど、任期が満了したと
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ころで、委員の構成メンバー及び委員の推薦等について協議する会議でございます。これ

を見直すということで検討して、具体的なことについては会長会議では決定しておりませ

んので、３月の会議で事務局からの提案を検討して決議したい。決議したら、また皆さん

に３月の自治協本会でご報告したいということでございます。 

それともう一つ、選挙権が 20 歳以上から 18 歳以上に変更になりました。これに伴いま

して、区自治協議会委員も 18歳以上とするということでございます。これについては、今

法的にはそういう形でいっておりますので、そのようにしたいということになりました。 

先ほど言いましたとおり、まだ微調整のところがありますけれど、３月に行われます会

長会議の結果を皆さんに説明したいと思います。 

それではほかに何か皆さんからご意見、ご質問等ございませんか。なければ、事務局お

願いいたします。 

（事務局：堀企画係長） 

 恐れ入ります。少しお時間をいただきましてご連絡させていただきます。 

次回会議の開催予定でございますが、お配りさせていただきましたＡ４一枚ものの表で

ございます。次回第 11 回本会は、２月 25 日木曜日午後３時から、会場は西区役所健康セ

ンター棟３階大会議室になります。こちらの会場と異なりますので、ご注意のほどお願い

申し上げます。また会場変更に伴いまして、皆様のお席の調整が必要となりますので、通

常より早めに会議開催の案内をさせていただきますので、出欠のご連絡も早期にご設定さ

せていただきます。またこの会議に合わせまして、議事に先立ち市長と委員の皆様との懇

談会を行うこととさせていただきます。懇談テーマにつきましては後日お知らせさせてい

ただきます。このほかの議題等、詳細につきましては、運営会議と調整し、改めてご連絡

差し上げます。 

続きまして、「第８回西っ子ふゆまつり」のお知らせでございます。２月 13 日土曜日午

前 10 時から、西総合スポーツセンターにおいてにいがた西っ子ふゆまつりが開催されます。

当日会場ではジャンボドームや絵本の読み聞かせなど、たくさんの催しものが開催される

ほか、大抽選会もございます。ぜひお子さまとご一緒に会場にお越しいただければと思い

ます。これ以降は各種広報紙でございますので、後ほどご覧いただきますよう、よろしく

お願いいたします。事務局からは以上となります。 

（岩脇会長） 

 ありがとうございました。それでは平成 27 年度第 10 回西区自治協議会を閉会いたしま

す。どうもありがとうございました。 


